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＜連絡事項＞

· 阿部　文香様の退院は延期となった為、体験利用は中止となっている。

· 本日、午後より北村　奈美様が体験利用予定。
＜外来情報＞　　　　　　　　　　　　　　　
· 田名部　一樹様～10月13日の家族面談希望されている。

· 巴　勇樹様　　～デイケアの様子を尋ねると「幸房へ行きます」と返答されている。

· 大釜　久直様　～発語不明瞭の為聞き取る事が出来ないが、多弁。

· 浜飯　政昭様、上岩　英治様、馬渡　武光様～糖尿病の定期検診実施している。

＜利用者様情報＞

· 杉澤　恵子様～自宅より栗を多量に持参されており、「家にあっても食べきれないから父さんから
　　　　　　　持っていけって言われた」と話されている。通所時には食べ物を持ち込まない約束
　　　　　　　であったことを振り返り、自宅へ持ち帰って頂きたい事を説明しているが納得され
　　　　　　　ず。「皆で食べる」と話されながらも、一人で食べている為、再度自宅へ持ち帰っ
　　　　　　　て頂けるように説明し、納得して頂いている。ご家族へは、デイケアへの食品など
　　　　　　　の持込はご遠慮頂きたい事を電話にて伝えている。

· 清水　泰雅様～昼食後薬を持参忘れされており、外来より処方されている。次回来所時に持参する　
　　　　　　　よう説明している。

· 長瀬　紘一郎様～「（中村）与一郎さんが服を買って欲しいって持ってきたんだけど、駄目ですか？」
　　　　　　　　と相談あり。金品のやりとりはトラブルの原因となるため遠慮して頂きたいこと
　　　　　　　　を説明している。中村与一郎様からの事実確認を行い次第、中村様に対してもト
　　　　　　　　ラブルの可能性について説明を行う。

· 大野　友章様～昨日昼食後に無断で栗を拾いに行く事や、今朝の通所時にはリュック一杯に毬栗を
　　　　　　　入れて来所されることがあり。
　　　　　　　今後の対応⇒毬栗を他メンバーに向かって投げトラブルとなることや、虫の発生に
　　　　　　　　　　　　　より不衛生となる為、通所棟内への持ち込みは遠慮して頂けるよう説
　　　　　　　　　　　　　明する。

· 関　秀治様～現在、デイケア利用前に青明舎へ行き、就労につなげる為の作業を行っているが不定
　　　　　　期での実施となっている。
　　　　　　10月から月・水曜日の午前（通所前）と金曜日の午後（通所後）に定期的に実施す
　　　　　　る事となっている。

· 鈴木　茂子様～痔ろうの為、赤田外科を毎日受診しなくてはいけないという理由でしばらくデイケ
　　　　　　　アを欠席しているが、他メンバーから毎日パチンコ店へ出入りしているという情報
　　　　　　　あり。
　　　　　　　今後の対応⇒本人ヘ欠席時の過ごし方について確認を行い、お姉様へデイケア通所
　　　　　　　　　　　　　出来ていない旨を連絡する。

· 戸賀沢　潔様～昨日赤田外科受診の為、遅れると本人より連絡受けているが、他施設職員より町の
　　　　　　　パチンコ店周辺で本人を目撃したとの情報あり。本人通所後確認し、最近平日にも
　　　　　　　パチンコへ出かけていると本人より報告あり。金銭の使い方・時間の過ごし方につ
　　　　　　　いての指導を行っている。
　　　　　　　今後の対応⇒金銭面については、青明舎で完全管理を行っている為、青明舎へも情
　　　　　　　　　　　　　報提供行っていく。

· 我満　奈津紀様～先日本人より訴えのあった通帳からの不明引き落とし金について報告あり。
　　　　　　　　報告内容：娘様の友人（６年生）が、自宅不在中に窓から侵入し通帳を持ち出し
　　　　　　　　　　　　　引き落としていたとの事。26日に友人のお父様が出張から戻ってこ
　　　　　　　　　　　　　られ学校からの報告を受け、昨日友人がお父様と訪問して来られ、全
　　　　　　　　　　　　　額返金して頂けることになったと話される。
　　　　　　　　「心配していた事が全部解決した」とスッキリした表情で話して来られている。
　　　　　　　　今後は、外出時には戸の鍵を閉めるだけではなく、戸締りを確実に行ってから出
　　　　　　　　かけるように説明している。

＜利用者様検討＞
長瀬　紘一郎様（63）　統合失調症　合：食道狭窄症　　　デイナイトケア利用中

○生活状況

　・単身アパート暮らし（４年目）

・生活保護受給中、年金含め月９万円ほどでの生活を行っている。

・食料品の買い物は単独で行えるが、衣料品の購入は青明舎職員の付き添いを必要としている（本人希望にて）。最近は、近くのサンデーであれば、単独でも出かけることが出来るようになっている。

　・時折、他メンバーがアパートを訪問してくる事があるとの事。

○現状

　・不安な事が合った際に、訴える事が出来ず顔や体を叩く行為が見られる。

　・食事中に狭窄部に食べ物が詰まった時には、自力での排出が出来るようになったが、徐々に食道に詰まることが増えている印象を受ける。

　・デイナイトケアは欠席することなく利用している。

　・食事日記を付けているが、欠かすことなく継続している。

　・嚥下状態の悪化予防の為、嚥下体操の実施（８月～）。

　・スタッフ対他メンバー、他メンバー対他メンバーの会話を聞いて、「自分の事を言われている」と話してこられることがある。

　・他メンバーの自宅訪問について「用事があるけど断われない」と、対人関係が苦手であるとの訴え聞かれている。

○今後の対応

　・現状維持に努める

　　その為に⇒・嚥下体操の継続。

　　　　　　　・食事日記及び、振り返りながらの食事指導の継続。

　　　　　　　・本人より「自分の事を言われている」との訴えが聞かれた際には、誤解であることを説明する。（現在、説明には直ぐに納得する事出来ている）

・対人関係について、他メンバーとの今の関係性を保ちたいとの訴えも聞かれている為、困った事例を挙げ、本人と上手な対処法について話し合い解決法を見出す。

巴　勇樹様（27）　統合失調症　精神遅滞（軽度）　デイケア利用中

○現状

本人・ご家族より幸房利用希望あり、作業能力の拡大や集中力の維持・向上等の為に、４月より編んでるせんの作業を導入。8月には作業に対して「飽きた」との発言聞かれ、作業を中断する事が見られている。本人の作業中の様子については、定期的にご家族へ連絡し、ご家族から主治医へも報告している様子。

又、本人より漠然とした就労にたいする発言聞かれている。本人は漠然とデイケアからのステップアップとして就労をイメージしている様子。

４月14日～紙を切る作業開始

８月３日　～紙を丸め、棒を作る作業への移行

　

○本人の様子

　デイケアからの移行に対する焦りがある様子で、「いつになったら幸房へいくの？」「幸房にいけないからパセリ－菜とかならいいの？」等訴え聞かれている。ステップを焦っている理由については「ボーっとしている時間が多くて、何もやる事がない」「仕事をすればお金がもらえる」と話されている。

⇒　幸房はあくまでも作業訓練の場であること、幸房へ行っても自分から作業に対しての行動を起こさなくではデイケアで過ごしている時間と変わりはないことを説明している。

○現在の目標

　・アンデルセン作業の継続支援。

　・服装など身だしなみの清潔についてアドバイスする。

　・相手に分かりやすく、自分の言いたい事を伝える。

　

○作業評価

　・指示の理解―　何度か説明すれば理解することは出来る。

　・集中・持続―　殆ど問題は見られない。

　・正確さ・丁寧さー　作業に慣れた頃に、雑となることが見られる。

　・作業進度―　本人のペースで行っている。支障は見られない。

○今後の対応

・将来についての前向きな姿勢を受け止め支援しながらも、今の作業（アンデルセン）を継続出来ることが当面の短期目標である事を本人ヘ返していく。

